
地
球
物
理
学
者
・
島
村
英

紀
さ
ん
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

「
島
村

英
紀
が
書
い
た
『
夕
刊
フ
ジ
』

の
コ
ラ
ム
」
（
二
〇
一
七
年

七
月
十
四
日
の
記
事
）
を
転

載
し
ま
す
。

古
文
書
が
知
ら
せ
る
ナ
ゾ

の
大
地
震
…
原
発
「
攻
防

戦
」
の
最
前
線
に

昔
の
地
震
に
つ
い
て
の
古

文
書
を
め
ぐ
っ
て
、
原
発
再

稼
働
の
「
攻
防
戦
」
が
火
花

を
散
ら
し
て
い
る
。

発
端
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら

来
た
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ

イ
ス
の
「
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
」

の
あ
い
ま
い
な
記
述
だ
っ
た
。

フ
ロ
イ
ス
は
信
長
や
秀
吉
と

も
面
識
が
あ
っ
た
名
士
で
、

こ
の
「
日
本
史
」
は
戦
国
時

代
を
研
究
す
る
貴
重
な
資
料

に
な
っ
て
い
る
。

天
正
地
震
（
一
五
八
六
年
）

の
項
目
で
「
若
狭
の
国
の
長

浜
」
が
大
津
波
で
壊
滅
し
た

と
の
記
述
が
あ
る
。
若
狭
と

は
福
井
県
の
こ
と
で
、
若
狭

湾
は
原
発
が
林
立
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
だ
が
、
長
浜
と

い
う
町
は
な
い
。
こ
の
た
め
、

こ
の
記
述
が
ず
っ
と
ナ
ゾ
の

ま
ま
に
な
っ
て
き
た
。

そ
の
本
に
は
「
長
浜
と
い

う
城
の
城
下
で
大
地
が
割
れ
、

家
屋
の
半
ば
と
多
数
の
人
が

呑
み
込
ま
れ
た
。
若
狭
の
国

に
は
海
に
沿
っ
て
、
や
は
り

長
浜
と
称
す
る
別
の
大
き
い

町
が
あ
っ
た
。
揺
れ
動
い
た

後
、
海
が
荒
れ
立
ち
、
高
い

山
に
も
似
た
大
波
が
町
に
襲

い
か
か
り
、
ほ
ぼ
痕
跡
を
と

ど
め
な
い
ま
で
に
破
壊
し
た
」

と
あ
る
。

琵
琶
湖
に
面
し
て
い
る

「
長
浜
」
（
現
滋
賀
県
）
は

液
状
化
現
象
で
大
き
な
損
害

を
被
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。
だ
が
、
「
別
の
大
き

い
長
浜
」
は
な
に
か
の
書
き

間
違
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

て
い
る
。

東
大
地
震
研
が
編
纂
し
た

「
新
収
日
本
地
震
史
料
」
に

は
「
長
浜
は
高
浜
の
誤
り
で

あ
ろ
う
か
」
と
あ
る
。
「
フ

ロ
イ
ス
日
本
史
」
は
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
で
書
か
れ
て
い
る
の

で
「
長
浜
」
と
「
高
浜
」
は

僅
か
な
違
い
な
の
だ
。
し
か

も
印
刷
技
術
が
発
明
さ
れ
る

前
。
元
に
な
る
本
も
マ
カ
オ

で
作
ら
れ
た
手
書
き
の
写
本

だ
っ
た
。
写
し
間
違
い
が
あ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
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天
正
地
震
級
の
地
震
が
二
度
と
来
な
い
保
証
は
な
い

そ
の
前
に
原
発
を
止
め
よ
う
！



高
浜
に
は
原
発
が
あ
る
。

原
子
力
発
電
所
を
若
狭
湾
沿

い
に
多
数
展
開
し
て
い
る
関

西
電
力
に
と
っ
て
は
、
高
浜

が
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
か
ど

う
か
は
重
要
な
関
心
事
で
あ

る
。
将
来
も
大
津
波
に
襲
わ

れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
か

ら
だ
。
（
二
〇
一
五
年
に
福

井
大
の
山
本
博
文
教
授｟

地

質
学｠

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
、
福
井
県
高
浜
町
の
若
狭

湾
沿
い
の
地
層
か
ら
、
十
四

～
十
六
世
紀
頃
の
津
波
の
痕

跡
と
み
ら
れ
る
堆
積
物
を
見

つ
け
て
い
る
―

長
澤
加
筆
）

最
近
、
関
西
電
力
は
「
琵

琶
湖
岸
の
長
浜
に
津
波
が
来

た
」
と
い
う
別
の
古
文
書
を

探
し
出
し
た
と
言
い
始
め
た
。

つ
ま
り
、
フ
ロ
イ
ス
の
「
若

狭
に
大
津
波
」
と
い
う
の
は

間
違
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。

だ
が
、
そ
も
そ
も
琵
琶
湖

に
は
大
津
波
と
い
う
ほ
ど
の

津
波
は
来
な
い
。
ま
た
、
こ

の
古
文
書
は
か
な
り
怪
し
い

も
の
だ
。
古
文
書
は
伝
聞
が

多
く
、
あ
て
に
な
ら
な
い
も

の
も
多
い
。

五
〇
〇
年
近
く
も
前
の
当

時
は
戦
国
時
代
の
末
期
で
、

ま
だ
豊
臣
秀
吉
が
東
日
本
を

支
配
す
る
前
だ
っ
た
。

天
正
地
震
は
日
本
史
上
、

も
っ
と
も
ナ
ゾ
が
多
い
巨
大

な
地
震
で
あ
る
。
被
害
は
、

現
在
の
福
井
県
、
石
川
県
、

愛
知
県
、
岐
阜
県
、
富
山
県
、

滋
賀
県
、
京
都
府
、
奈
良
県
、

三
重
県
に
広
く
及
ん
だ
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
津
波
が

日
本
海
岸
の
若
狭
湾
と
太
平

洋
岸
の
三
河
湾
の
双
方
を
襲
っ

て
多
く
の
溺
死
者
を
出
し
た

と
い
う
記
録
が
あ
る
。
本
州

の
両
岸
を
襲
っ
た
と
い
う
の

は
異
例
だ
。

ま
た
、
は
る
か
離
れ
た
宮

城
県
南
三
陸
町
に
も
「
畿
内
、

東
海
、
東
山
、
北
陸
大
地
震

の
後
に
津
波
来
襲
」
と
い
う

記
録
が
あ
る
。

あ
ま
り
に
大
き
な
被
害
。

そ
れ
ゆ
え
、
一
つ
の
地
震
で

は
な
く
て
複
数
の
地
震
が
相

前
後
し
て
起
き
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
い
も
あ
る
。

戦
国
時
代
に
起
き
た
大
地

震
。
そ
れ
が
現
代
の
原
発
の

「
攻
防
戦
」
の
最
前
線
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
転
載
こ
こ
ま
で
）

「
長
浜
」
で
あ
れ
「
高
浜
」

で
あ
れ
福
井
県
他
八
県
に
及

ぶ
大
地
震
が
あ
り
、
日
本
海

側
の
若
狭
湾
と
太
平
洋
岸
の

三
河
湾
を
津
波
が
襲
い
、
多

く
の
死
者
が
出
た
こ
と
は
紛

れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

大
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
。
そ
の
前
に
原

発
を
止
め
よ
う
！

ア
ー
ト
・
ア
ド
分
会Ｎ
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